


PROGRAM PROFILE

11月 8日（土） ［柏　崎］ 柏崎文化会館アルフォーレ 大ホール 主催 ： 柏崎市文化会館アルフォーレ

11月16日（日） ［福　山］ ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ 主催 ： 福山市、ふくやま芸術文化財団
   ふくやま芸術文化ホール
   広島ホームテレビ

11月21日（金） ［西　宮］ 兵庫県立芸術文化センター KOBELCO大ホール 主催 ： 兵庫県、兵庫県立芸術文化センター

11月23日（日・祝） ［名古屋］ 愛知県芸術劇場 コンサートホール 主催 ：  CBCテレビ

11月26日（水） ［川　崎］ ミューザ川崎シンフォニーホール 主催 ： 神奈川芸術協会

11月29日（土） ［所　沢］ 所沢市民文化センター ミューズ アークホール 主催 ：（公財）所沢市文化振興事業団

12月 3日（水） ［東　京］ サントリーホール 主催 ： ジャパン・アーツ

12月 8日（月） ［東　京］ サントリーホール 主催 ： ジャパン・アーツ

12月12日（金） ［仙　台］ 東京エレクトロンホール宮城 主催 ： 仙台放送

12月14日（日） ［水　戸］ 水戸芸術館 コンサートホール ATM 主催 ： （公財）水戸市芸術振興財団

12月18日（木） ［東　京］ 東京オペラシティ コンサートホール 主催 ： ジャパン・アーツ

【クリスチャン・ツィメルマン 2025年日本公演】

Der Wohltemperierte Flügel
Preludes &Co

※曲目の詳細は公演当日に別途発表いたします。

クリスチャン・ツィメルマン（ピアノ）

Bartek BarczykC

Krystian Zimerman, Piano

　ピアノという楽器を熟知した、緻密で完璧な演奏により、多くの巨匠たちと共演してきた現代
最高峰のピアニスト。
　ポーランド生まれ。音楽家だった父親が友人らと毎晩、音楽に興じるのを聴いて育った。5歳から
ピアノの手ほどきを受け、7歳でポーランドのピアニスト、アンジェイ･ヤシンスキに師事し、本格的に
音楽を学んだ。1975年、弱冠18歳で「ショパン国際ピアノコンクール」で優勝。翌年、ドイツ・
グラモフォンよりレコード･デビューを果たし、ヘルベルト･フォン･カラヤン、レナード・バーンスタイン、
小澤征爾ら多くの巨匠と共演。「人生で出会ったもっとも興味深い音楽家」と評する指揮者で
作曲家のバーンスタインとは15年以上にわたり、たびたび共演。2018年のバースタイン生誕100周年
の際、彼の交響曲第2番『不安の時代』を世界の主要都市で演奏。
　ショパン没後150周年（1999年）の前年には、ポーランド出身の音楽家で編成した「ポーランド
祝祭管弦楽団」を結成。ショパンのピアノ協奏曲の公演を精力的に行った。また、ベートーヴェン
生誕250周年（2020年）には、指揮者のサイモン･ラトルと共に、この楽聖のピアノ協奏曲を
全曲再録音した。1978年以来たびたび来日し、2003年には東京にも自宅を構えたほどの
親日家。「ピアニストは楽器に興味をもつべきだ」が持論。自ら調律し、組み立てるなどピアノの
メカニズムや音響学に精通し、作品解釈を極めることが、精緻で繊細な演奏を支えている。
　フランスのレジオン・ドヌール勲章受賞（2005年）、ポーランドにおける民間人の最高勲章で
ある、星付きコマンドルスキ十字勲章（2013年）など、栄誉ある名誉博士号や勲章を受賞。
2022年には第33回高松宮殿下記念世界文化賞音楽部門を受賞。2023年にクラシック界で
最も権威のある賞の一つである英「グラモフォン賞2023」録音賞（ピアノ部門）を『シマノフスキ ：
ピアノ作品集』で受賞。また、本年2025年10月にも「グラモフォン賞2025」録音賞（室内楽部門）を
『ブラームス：ピアノ四重奏曲第2番&第3番』で受賞した。



　ショパン、ドビュッシー、ラフマニノフ、スクリャービンなど、いくつかの作曲家はプレリュード

（前奏曲）の連作を書きました。私はそうした作品のいくつかを演奏してきましたが、不思議な

感覚を覚えます。というのも、そのような連作には、優れた作品が含まれている一方で、

間を埋めるためだけに書かれたような曲もあるからです。

　「全曲演奏」へのこだわりは、実はレコード産業の登場から始まったものです。それ

以前のピアニストたちは、まったく違うプログラムの組み方をしていました。たとえば19世紀の

クララ・シューマンの演奏会プログラムを見ても、彼女が“全曲演奏”を行ったことはありません。

　この「全曲演奏」というあり方に強く反発していた一人はスヴャトスラフ・リヒテルです。

1980年代にパリで彼と夕食をともにした際、ショパンの《バラード》を4曲のうち3曲だけ

プログラムに入れていた理由を尋ねると、彼は不機嫌になりこう言いました。「なぜ市場は

全曲演奏に取り憑かれているのだ？バラードはサイクル（連作）ではない。スケルツォもそうだ。

これはショパンの生涯を通して書かれた4つの別々の作品で、連作として意図されたもの

ではない。なぜ全曲でなければならないのだ？」

　1981年にヴィルヘルム・ケンプとこの話題を議論したとき、彼も同じ意見を持っていました。

「レコード産業というものが私たちのプログラム構成や解釈の習慣を変えてしまったのだ」と

彼は言いました。「たとえばラヴェルの《夜のガスパール》やベートーヴェンのいくつかの

ソナタも、78回転レコードに収まるようにテンポを変えざるを得なかったこともある」と。

　このシーズンは、私にとって重要な節目となります。70歳という新たな年代に向うことで、

謙虚な気持ちになり、同時に実験的な挑戦に対して、前より少し勇気を持てるようになった

かもしれません。また、より多くの好奇心を持つようになりました。

　リサイタルのプログラム作りは、常に綿密に練り上げ、その語り口と共に成長させていく

ものです。これまで53におよぶシーズンの中でプログラムをどのように構築し、流れを生み

出すかということを、非常に大切にしていました。そして、今年のプログラムは、私にとって

新たな方向性を示すものです。挑戦する勇気を得るまでに20年を要した試みであり、

スヴャトスラフ・リヒテル、アルトゥール・ルービンシュタイン、ヴィルヘルム・ケンプ、クラウディオ・

アラウ、アルトゥーロ・ベネデッティ・ミケランジェリ、エミール・ギレリスらとの対話や議論から

大きく刺激を受けたものでもあります。

　これまでに1000曲以上を研究し、そのうち500曲以上を公の場で演奏してきました。

その中には、個々の作品としては優れていながらも、リサイタル・プログラムの中に組み込み

にくい作品も100曲以上ありました。

　私はこれらの作品群を 「プレリュード ＆ Co（その仲間たち）」 と呼びたいと思います。

　現在私は、バッハの《平均律クラヴィーア曲集》（Das Wohltemperierte Klavier）に

着想を得た新しい試みを考えています。これをバッハから今に至る約300年の音楽史の

中で作品を真珠のネックレスのようにつなぎ合わせるのです。必ずしもすべての調を網羅する

必要も、順番に並べる必要もありません。今回のコンサートでは、63曲を用意しています。

　この「プレリュード & Co」という企画を構想するうえで、もう一つ大きな影響を受けたのは、

この夏に東京で訪れたある展覧会でした。その展覧会には、案内図も事前情報もなく、

自分の足で歩き回りながら探索しなければなりませんでした。中には、二度目の訪問で

初めて見つけられる部屋もあり、私は大いに驚きました。この体験は、私が目指していたも

のに非常に近いものでした。

　それをコンサートホールという場でどう実現できるかを考えたとき、「どうすれば聴衆の

好奇心をもっと引き出せるだろうか」と思いました。私は聴衆の皆さんに、私と一緒に未知の

プログラムの旅へ出るような感覚を味わってほしいのです。その旅の行き先は、私自身にも

完全には分からないかもしれません。

　私は日本の人々が持つ非常に高い美的感受性に深い敬意を抱いております。そして、

演奏や解釈は聴衆なくして存在しえないものです。聴衆の皆さんとこの新たな一歩を

最初に共有し、共に創り上げていけることを、心から願っています。

Krystian Zimerman
クリスチャン・ツィメルマン
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